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1. はじめに 

相模湾ヨットフェスティバルレース２００４はその前身を石原裕次郎メモリアルヨットレース 

（１９８５年～１９９７年）に発しています。この夏の掉尾を飾る相模湾最大のレースはその後 

本レースの名称に改め、今年で７年目を迎えました。 

「海が大好きなヨット乗りが一年に一回は同じ海面に集まって、夏の終わりの一日を楽しく帆走ろ

うよ！」２０年間そのテーマは変わりません。 

私ども外洋三崎は昨年にも増して皆様が満足いただける内容を企画しました。フェスティバルの名 

にふさわしいレース、そしてパーティはファミリーと女性に優しいお楽しみアトラクション＆著名 

シンガーが皆様を盛り上げます。どうぞご期待下さい。 

 

２．主催： （財）日本セーリング連盟 加盟団体 外洋三崎 

  運営：  相模湾ヨットフェスティバル実行委員会 

  

３．適応規則 

 ３－１ ＩＭＳ2004 及びＩＭＳレギュレーションズ（ＩＭＳ2004） 

３－２ ORC－club ハンディキャップルール、JSAF ORC クラブルール 

 ３－３ セーリング競技規則 2001－2004（RRS） 

 ３－４ 第 7 回相模湾ヨットフェスティバルレース公示及び帆走指示書 

 

４．参加資格 

 ４－１ IMS クラス：2004 年 IMS 証書を有する艇 

 ４－２ ORC クラブクラス：有効な ORC クラブレーティング証書を有する全長 7.0ｍ以上の艇 

      ４－３ オープンクラス：有効な 2004IMS＆ORC クラブレーティングの未取得艇で全長 7.0ｍ以上 

の艇 

４－４ 各クラスとも小型船舶検査機構の安全検査に合格した艇であり、レース期間中有効な保

険証書（賠償、搭乗者障害人数分を含む）を有すること。 

 

５．レース日程 

 ５－１ 8 月 20 日(金) １７：００ エントリー受付締切 

 ５－２ 8 月 26 日(木) １８：３０ 艇長会議 受付 

            １９：００ 艇長会議 開始 

   

  艇長会議会場 ： 東京建物八重洲ホール  （別紙参照） 

    中央区八重洲１－９－８ ヤエスメッグビル B2F  

５－３ スタート 
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     8 月 29 日（日）                   予告信号 

・ＩＭＳクラス 、ORC クラブクラス          ： 10:25  

・オープンクラス               ： 10:35 

 

 ５－４ レースの中止 

             悪天候等によるレース中止の決定は 8月 28 日（土）１６：００までにレース委員会が 

決定する。通知は原則として公式掲示板に掲示する。 

 

６．クラス分け 

 ６－１ IMS 部門 

 ６－２ ORC クラブ部門（Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ ５クラス 但し１クラス６艇に満たない場合は、

当該クラスは他のクラスと合同する場合もある） 

 ６－３ オープン部門（Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ、６クラス 但し１クラス６艇に満たない場合は、

当該クラスは他のクラスと合同する場合もある） 

レーティングは、レース委員会の決定したレーティングによる。 

 ６－４ ワンデザインクラス(Ｊ２４クラス 但し６艇に満たない場合はオープンクラスの参加と

する場合もある。ワンデザインクラス該当艇は、ワンデザインクラス参加と、オープン部

門総合への参加も認める。) 

       

７．コース 

    スタートを小網代沖とし、フィニッシュを小網代沖とする相模湾内。 

レース当日の風向、風力によりコースとマークを変更する場合がある。 

 

８．レースの成立 

      各ＩＭＳ、ＯＲＣクラブ、オープン部門、ワンデザインクラスのトップ艇のタイムリミッ

ト内フィニィッシュをもって成立するものとする。 

 

９．賞 

・各クラス共通 

  優勝、２位、３位 

・ОＲＣクラブ総合優勝、オープンクラス総合優勝 

   ・各部門のファーストフィニッシュ 

      ファーストホーム賞 

10．問い合わせ先 

・E-mailのみ受け付ける。 E-mailアドレス  syf2004@jsaf.or.jp
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参照 ： JSAF 外洋三崎ＨＰ ＵＲＬ  http://www.jsaf.or.jp/misaki/

JSAF Fax サービス 0468-53-5271 

 

11．出艇料 

     ・出艇料  １艇 ￥15,000 円   パーティー費 １人 ￥1,000 円 

      （出艇料には２名分のパーティー参加料が含まれる） 

・支払期限は８月２０日（金）とする。 

・レイトエントリーの受付は、８月２４日（火）１７：００までとし、その場合の出艇料は 

１艇３０，０００円とする。 

 

  12．参加申し込み 

・FAX にて送付する書類 ８/20(金) 17：00 までに必着 

      １）レース参加申込書（出艇料及びパーティー費の振込証添付 別紙①） 

   ２）レーティング証書 

ⅰ）IMS＆ORC クラブ（有効なレーティング証書） 

ⅱ）オープンクラス（SYF2004 オープンクラス申告書 別紙③） 

   ３）有効なヨット賠償責任保険証書のコピー 

申込先 JSAF 外洋三崎会長 川久保史朗 

       FAX   ０４２－５６２－６２８９ 

 

・艇長会議持参書類 

１）SYF2004 出艇申告書(別紙 ②) 

     

          振込先  ：みずほ銀行 大井町支店 （普）１７５２５８７ 

          口座名義 ：ＪＳＡＦ外洋三崎支部レース口（くち） 

(１)振込の際は氏名の前に必ず艇名を記入（船名不明の場合エントリーは認めない場合 

もある） 

(２)参加料(パーティー費)の追加は 8 月 26 日（木曜日）出艇申告の時にも受け付ける。 

(３)セールナンバーを取得していない艇は実行委員会より艇長会議にてリコールナンバーを貸

与する。その際に５０００円を保証金として預かり、レース終了後パーティー受付にてリ

コールナンバーと交換で保証金を返却する。 

(４)参加者が出艇料およびパーティー費を振り込み後、参加者が自己の都合もしくは主催者の

都合によりレースが実施されなくても、出艇料およびパーティ費の返還はしない。 

  

13．表彰式・記念パーティー 
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  日時 ： 2004 年 8 月 29 日（日）17:00～  (開場 16：30) 

   会場 ： シーボニアマリーナプールサイド     (予定) 

   料金 ： 一名 １,000 円 (小学生以下無料) 

   出演 ： 峠恵子バンド 

   お楽しみ： 先着賞・抽選会・女性プレゼントなどその他多数用意 

   レースが中止となった場合でもパーティーは開催する。 

 

14．責任の所在 

艇と乗員の安全の確保はオーナーの避けられない責任であり、オーナーは所有艇が十分に艤装さ

れ、かつ必要な耐航性を保ち、荒天の海にも適した経験豊かなクルーを乗り込ませるように全力を

尽くさなければならない。 

オーナーは船体、スパー、リギン、セール及び全ての備品を確実に整備し、又特別規定備品が適

正に維持格納され、それらの使用法と置き場所を全ての乗員に熟知させておかなければならない。 

各レースにおいて主催、主管、運営、協力に関する団体等はレース参加艇の乗員及び船体の安全

について、なんら責任を負うものではない。 

レース艇がスタートするか否か、又レースを続行するか否かは、全て各艇の責任のみで決定され

る。  

 

15, 体験セーリング協力艇の募集 

  JSAF 外洋三崎に於きましては、一般の方々にヨット競技についてのご理解と普及を兼ね、レー

ス前日の 8月 28 日（土）と当日の 29 日（日）の両日に外洋ヨット体験セーリングを企画いたし

ました。つきましては、レース参加艇でご協力いただける艇を募集いたします。趣旨に賛同いた

だける方は、別紙①参加申込書体験乗艇協力の欄に〇をつけていただきご提出してください。 

ご協力頂ける艇には別途実行委員会より後ほどご連絡いたしますので、宜しくお願い致します。 
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16．第７回 相模湾ヨットフェスティバル 実行委員会 

    大会名誉会長    石原 慎太郎 

大会名誉副会長   並木 茂士 

大会名誉副会長   古川 保夫 

大会会長      川久保 史朗 

        実行委員長     市原 恭夫 

    副実行委員長    浅野 英武 

副実行委員長    渡邊 晋也 

    レース委員長    中里 英一 

    レース副委員長   山中 昭弘 

    渉外委員長     和久井 喜治郎 

    財務委員長     市原 恭夫 

プロテスト委員長  渡邊 晋也 

    計測委員長     山下 博史  

    事務局       関 恭一郎              
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